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ベトナム国家銀行
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Marché Charner

Marché Central (現ベンタイン市場 ,

通り

対象敷地の現在

バイク駐輪場

対象敷地 (現バイク駐輪場 )

TTĐ市場

歩行者天国

敷地周辺建物 1階道路側用途

敷地周辺建物 2階以上用途

飲食店

サービス

住宅

商店

TTĐ市場の起源は、1860 年代にできた Marché Charnerまで遡る。
現在 TTĐ通りの約 200mに 200店舗以上が営業しており、歩道と道路を占有している。
自分の住居の前で営業している売り子もいるが、ほとんどは別の場所に住んでおり、
後ろの住居の住民にお金を払い場所を借りて営業している。

TTĐ市場の売り子の場所使用料の支払い先が2024年から国と住民の二重になるため、
閉店・撤退を考える売り子の増加が考えられるが、ホーチミンの魅力が集まった場所
のひとつがなくなってしまう。
これより、自然発生的に広がる市場ができる場所を提供する。
ホーチミンの魅力、特性、特徴、文化を考えつつ、未来に向けた計画についても考慮
した上で、第 1 フェーズを設計し、第 2 フェーズ、第 3 フェーズは
それぞれの所有者に託した提案とする。

約200m

現在 2030 2050

第１フェーズ 第２フェーズ (バイク減少 ) 第３フェーズ (バイクほとんどなし )

店舗：建物1階道路沿い

　　　広場に数軒

店舗：建物1階道路沿い・広場沿い

　　　広場を埋める

建物：数軒建替られる

店舗：建物2・3階も

　　　TTĐ通りは綺麗になる

建物：ほとんど建て替えられてる

店と住居の間

市民の手によって作られた TTĐ市場は、日常に溢れる小さな
ホーチミンらしさが集まってできている。
ホーチミンの魅力の一つとして「不揃い」「ごちゃごちゃ感」が
あげられる。
建物高さ、街区内の路地、生活に使われているものなど、
ホーチミンで見られる光景は全て市民によって作られたものである。
そしてそれらは、操作して作ることはできないものである。

フランスによる計画 それぞれに権利が動いた時 現在

計画されたものではなく市民によって作り出された街並みで
あるから、これが魅力的な空間となるのである。

敷地周辺（S=1/5000)

(トンタットダム市場・以下 TTĐ市場 )

敷地

Chợ Cư ất  Đạm は、ベトナムホーチミン市 1 区ベンゲー区にある、自然発生的にできた路上市場である。
地元の人々に利用されるこの市場は 2009 年から立退要請がでているが 2023 年時点で撤退していない。

しかし 2024 年から始まった、歩道と道路の占有に対する使用料徴収によって順次閉店、撤退すると考えられる。

フランス植民地時代まで期限を遡ることができるこの市場を、この場所で再発生させることはできないか。

提案

現状と魅力

日陰に集まる 広がる　～自然発生的路上市場の引っ越し先～加治木陽菜　伊藤研究室

敷地：ベトナムホーチミン市 1区ベンゲー
用途：店舗・住宅
模型：模型 1/50　敷地模型 1/500



住居へのアクセス
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西側道路立面 (S=1/500)

窪み

バイクの通り道
今後店舗が入ってほしくない部分
浸水しても店舗や住宅より
　　　　　先に窪みが埋まる

窪みの効果

通りに対する人とバイクの流れ

建物設置後の流れ

市場と屋台の広がり

1882 年 1921 年 2010 年

A-A’ 断面図 (S=1/500)A A’

スーパーブロック内の歴史
ホーチミン市の街区はフランス植民地時代に作られたスーパーブロックであり、内部で複雑な路地が
できている。街区の道路沿いが需要が高く最初に建てられ、内部にランダムに市民が住んで行ったことで
現在のような土地割となった。現在の街区内の土地割は100年弱の期間でできた。
街区の道路に沿って建物を建てると内部に市民は入り込み、自分たちの場所を作る。

市場の広がり
年中南中高度約90度で太陽が指すホーチミンでは、日陰での生活が
習慣となっている。
市場は建物・木・
材料の小屋を種として広がる。

設計手法

店舗

住居

住民の共有

共有

ホーチミンらしさの素材

花ブロック 街区内側に建物を建てない
日差しを遮り直射日光は避けるが、風は通す。
ガラスを入れないことで空気的には屋外となり
自然風で涼しい空間となる

道路側から入る風が抜ける道ができる。
増築されてしまう可能性を防ぐため、
内側に道となるような窪みをつける。


